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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者の前後方向に相当する縦方向とこれに直交する横方向とを有し、該着用者の腹側
に配される腹側領域、股間部に配される股下領域及び背側に配される背側領域に亘る外装
体と、該外装体の肌対向面側に固定された吸収性コアを有する吸収性本体とを備え、前記
腹側領域における前記外装体の両側縁部と前記背側領域における前記外装体の両側縁部と
が接合されて、一対のサイドシール部、ウエスト開口部及び一対のレッグ開口部が形成さ
れているパンツ型使い捨ておむつであって、
　前記一対のレッグ開口部それぞれの開口周縁部に沿って配された腹側レッグ弾性部材及
び背側レッグ弾性部材により一対のレッグギャザーが形成されており、
　前記パンツ型使い捨ておむつの展開且つ伸長状態において、
　前記吸収性コアは、該吸収性コアの縦方向に沿う両側部に厚さ方向に貫通する一対の側
部非積繊部を有し、該一対の側部非積繊部が、前記腹側領域側の前記一対のサイドシール
部の前記股下領域側の内方端どうしを結んだ仮想腹側内方線と、前記背側領域側の前記一
対のサイドシール部の前記股下領域側の内方端どうしを結んだ仮想背側内方線との間に、
縦方向に延びて配されており、
　前記使い捨ておむつを縦方向に二分する横方向に延びる横中心線と前記仮想腹側内方線
との間の前記外装体の部分に、腹側レッグ弾性部材及び背側レッグ弾性部材とは別に股下
弾性部材が配されており、該股下弾性部材は、横方向に伸長した状態で該外装体に固定さ
れ、それによって横方向に伸縮する股下部ギャザーが形成されており、
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　前記股下弾性部材は、前記外装体における一方の前記レッグ開口部の外方端部から他方
の前記レッグ開口部の外方端部に亘って、各前記側部非積繊部と重なるように、前記横中
心線に沿って直線状に配されており、
　前記腹側レッグ弾性部材は、前記外装体における前記腹側領域側から一方の前記レッグ
開口部に沿って伸長状態で配され且つ前記股下領域の縦方向の中央部にて横方向の内方に
向かって伸長状態で配され、更に、該外装体における前記腹側領域側から他方の前記レッ
グ開口部に沿って伸長状態で配され且つ該股下領域の縦方向の中央部にて横方向の内方に
向かって伸長状態で配されており、
　前記背側レッグ弾性部材は、前記外装体における前記背側領域側から一方の前記レッグ
開口部に沿って伸長状態で配され且つ前記股下領域の縦方向の中央部にて横方向の内方に
向かって伸長状態で配され、更に、該外装体における前記背側領域側から他方の前記レッ
グ開口部に沿って伸長状態で配され且つ該股下領域の縦方向の中央部にて横方向の内方に
向かって伸長状態で配されており、
　前記腹側レッグ弾性部材及び前記背側レッグ弾性部材は、前記股下領域における縦方向
の中央部の前記吸収性本体と重なる部分においては、該一対の側部非積繊部から横方向の
外方では伸長状態で前記外装体に固着され、該一対の側部非積繊部どうしの間では収縮力
が発現する状態では配されていない、パンツ型使い捨ておむつ。
【請求項２】
　前記吸収性コアは、横方向の中央部に縦方向に延在する高坪量部と、該高坪量部の縦方
向に沿う両側外方に配される前記一対の側部非積繊部よりも横方向の外方に配され該高坪
量部より低坪量の一対の低坪量部とを有しており、
　前記パンツ型使い捨ておむつの展開且つ伸長状態において、
　前記股下弾性部材は、各前記レッグ開口部側の外方端部から各前記低坪量部を横断して
各前記側部非積繊部と重なる部分まで横方向に配されており、前記高坪量部と重なる部分
には収縮力を発現する状態では配されていない、請求項１に記載のパンツ型使い捨ておむ
つ。
【請求項３】
　前記吸収性コアは、横方向の中央部に、該吸収性コアの縦方向に沿って厚さ方向に貫通
した中央非積繊部を有する、請求項１又は２に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【請求項４】
　前記吸収性コアは、上部吸収層と、該上部吸収層よりも横方向に長い下部吸収層とを有
する２層構造に形成されており、
　前記下部吸収層に前記一対の側部非積繊部が形成されている、請求項１～３の何れか１
項に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【請求項５】
　前記パンツ型使い捨ておむつの展開且つ伸長状態において、
　前記股下弾性部材は、前記横中心線と前記仮想腹側内方線との間にのみに存在する、請
求項１～４の何れか１項に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【請求項６】
　前記パンツ型使い捨ておむつの展開且つ伸長状態において、
　前記腹側レッグ弾性部材と前記背側レッグ弾性部材とは、前記股下領域の縦方向の中央
部において、前記横中心線よりも前記腹側領域側で交差しており、
　前記股下弾性部材は、前記腹側レッグ弾性部材と前記背側レッグ弾性部材とが交差して
いる部分よりも前記腹側領域側に配されている、請求項１～５の何れか１項に記載のパン
ツ型使い捨ておむつ。
【請求項７】
　前記吸収性本体は、前記吸収性コアの肌対向面を覆う表面シートを備え、
　前記表面シートは、前記吸収性コアの縦方向に沿う両側部にて前記外装体側に巻き下げ
られており、該両側部を被覆している、請求項１～６の何れか１項に記載のパンツ型使い
捨ておむつ。
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【請求項８】
　前記股下弾性部材の収縮力は、前記外装体における前記ウエスト開口部の開口周縁部に
伸長状態で固定されるウエスト弾性部材の収縮力よりも大きい、請求項１～７の何れか１
項に記載のパンツ型使い捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パンツ型使い捨ておむつに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、着用者の腹側に配される腹側領域、着用者の股間部に配される股下領域及び着用
者の背側に配される背側領域に亘る砂時計状の外装体と、該外装体の内面側に固定された
吸収性本体とを備え、腹側領域における外装体の両側縁部と背側領域における外装体の両
側縁部とが接合されて、一対のサイドシール部、ウエスト開口部及び一対のレッグ開口部
が形成されているパンツ型使い捨ておむつが知られている。
【０００３】
　このようなパンツ型使い捨ておむつにおいては、吸収性本体が具備する吸収体の漏れ防
止性を向上させるために、例えば、吸収体の吸収性コアにスリットや部分的にコアの形成
材料が存在しない部分を設けて屈曲性を高める技術が種々提案されている。
【０００４】
　出願人は、先に、縦長の吸収性コアに非積繊部からなる中央折曲誘導部及び側部折曲誘
導部を設け、該中央折曲誘導部及び側部折曲誘導部を折り曲げ起点とすることで、該吸収
性コアの屈曲性を高めて漏れ防止性を向上させた使い捨ておむつを提案した（特許文献１
参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１６４３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１に記載の使い捨ておむつは、吸収性コアが変形し易い構造ではある
が、着用者の両脚の力で吸収性コアを変形させているので、例えば、着用者が着用時に両
脚への圧迫感を感じるおそれが考えられる。このように、特許文献１に記載の使い捨てお
むつは、更なる改良の余地があった。
【０００７】
　したがって本発明の課題は、前述した従来技術が有する欠点を解消し得るパンツ型使い
捨ておむつを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、着用者の前後方向に相当する縦方向とこれに直交する横方向とを有し、該着
用者の腹側に配される腹側領域、股間部に配される股下領域及び背側に配される背側領域
に亘る外装体と、該外装体の肌対向面側に固定された吸収性コアを有する吸収性本体とを
備え、前記腹側領域における前記外装体の両側縁部と前記背側領域における前記外装体の
両側縁部とが接合されて、一対のサイドシール部、ウエスト開口部及び一対のレッグ開口
部が形成されているパンツ型使い捨ておむつであって、前記パンツ型使い捨ておむつの展
開且つ伸長状態において、前記吸収性コアは、該吸収性コアの縦方向に沿う両側部に厚さ
方向に貫通する一対の側部非積繊部を有し、該一対の側部非積繊部が、前記腹側領域側の
前記一対のサイドシール部の前記股下領域側の内方端どうしを結んだ仮想腹側内方線と、
前記背側領域側の前記一対のサイドシール部の前記股下領域側の内方端どうしを結んだ仮
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想背側内方線との間に、縦方向に延びて配されており、前記使い捨ておむつを縦方向に二
分する横方向に延びる横中心線と前記仮想腹側内方線との間の外装体の部分に、横方向に
伸長した状態で該外装体に固定された股下弾性部材によって横方向に伸縮する股下部ギャ
ザーが形成されており、前記股下弾性部材は、前記外装体における各前記レッグ開口部の
外方端部から各前記側部非積繊部と重なる部分に亘って、前記横中心線に沿って配されて
いる、パンツ型使い捨ておむつを提供するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、着用時の両脚への圧迫感を軽減させると共に、漏れ防止性を高めるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の好ましい一実施形態である使い捨ておむつを示す斜視図である
。
【図２】図２は、図１に示す使い捨ておむつの展開且つ伸長状態を肌対向面側から視た平
面図である。
【図３】図３は、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図である。
【図４】図４は、吸収性コアが屈曲した状態を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明のパンツ型使い捨ておむつを、その好ましい実施形態に基づき図面を参照
しながら説明する。
　本発明の一実施形態であるパンツ型使い捨ておむつ１（以下、おむつ１ともいう）は、
図１及び図２に示すように、着用者の前後方向に相当する縦方向Ｘとこれに直交する横方
向Ｙとを有し、該着用者の腹側に配される腹側領域Ａ、股間部に配される股下領域Ｃ及び
背側に配される背側領域Ｂに亘る外装体１０と、該外装体１０の肌対向面側に固定された
吸収性コア４０を有する吸収性本体５とを備えている。またおむつ１には、腹側領域Ａに
おける外装体１０の両側縁部ＡＳ，ＡＳと背側領域Ｂにおける外装体１０の両側縁部ＢＳ
，ＢＳとが接合されて、一対のサイドシール部Ｓ，Ｓ、ウエスト開口部７及び一対のレッ
グ開口部８，８が形成されている。
【００１２】
　おむつ１の縦方向（図２中Ｘ方向）は、図１及び図２に示すように、腹側領域Ａから股
下領域Ｃを経て背側領域Ｂに亘る方向又はその逆方向であり、おむつ１の横方向（図２中
Ｙ方向）は、一方のサイドシール部Ｓから他方のサイドシール部Ｓに亘る方向又はその逆
方向である。またおむつ１の腹側領域Ａ及び背側領域Ｂは、図１及び図２に示すように、
該おむつ１の横方向（図２中Ｙ方向）の両端に一対のサイドシール部Ｓ，Ｓを有する部分
であり、股下領域Ｃは、おむつ１の展開且つ伸長状態において、腹側領域Ａと背側領域Ｂ
との間に位置する部分である。更に本明細書において「おむつ１の展開且つ伸長状態」と
は、おむつ１をサイドシール部Ｓで切り離して展開状態とし、その展開状態のおむつ１を
各部の弾性部材を伸長させて設計寸法（弾性部材の影響を一切排除した状態で平面状に拡
げたときの寸法と同じ）となるまで拡げた状態をいう。
【００１３】
　外装体１０は、おむつ１では、図１及び図２に示すように、おむつ１の最外表面となる
外層シート１１と、外層シート１１の内面側に配されている内層シート１２と、これら両
シート間１１，１２に伸長状態で固定された弾性部材とを備えている。外装体１０は、吸
収性本体５の外方全域に亘って延出しており、縦方向Ｘに沿う両側縁に、縦方向Ｘの中央
部において横方向Ｙの内方に括れた括れ部１０ｄ，１０ｄを有している。これら括れ部１
０ｄ，１０ｄは、外装体１０の腹側領域Ａの両側縁部ＡＳ，ＡＳと背側領域Ｂの両側縁部
ＢＳ，ＢＳとを互いに重ね合わせて接合した際に、一対のレッグ開口部８，８となる部分
である。弾性部材は、伸長状態で外装体１０に固定されることでギャザーを形成する。尚
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、外装体１０の備える弾性部材については後に詳述する。
【００１４】
　吸収性本体５は、おむつ１では、図２に示すように、液透過性の表面シート２と、液不
透過性又は撥水性の裏面シート３と、これらの間に配された縦長の吸収体４とを備えてい
る。吸収体４は、縦方向Ｘに長い吸収性コア４０をコアラップシート４５で被覆して構成
されている。
【００１５】
　吸収性コア４０は、おむつ１では、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において、
該吸収性コア４０の縦方向Ｘに沿う両側部に厚さ方向に貫通した一対の側部非積繊部４４
，４４を有している（図３参照）。一対の側部非積繊部４４，４４は、おむつ１の展開且
つ伸長状態において、腹側領域Ａ側の一対のサイドシール部Ｓ，Ｓの股下領域Ｃ側の内方
端Ｓａ，Ｓａどうしを結んだ仮想腹側内方線Ｙａと、背側領域Ｂ側の一対のサイドシール
部Ｓ，Ｓの股下領域Ｃ側の内方端Ｓｂ，Ｓｂどうしを結んだ仮想背側内方線Ｙｂとの間で
縦方向Ｘに延びて配されている。一対の側部非積繊部４４，４４は、おむつ１を横方向Ｙ
に二分する縦方向Ｘに延びる縦中心線Ｘｃに対して線対称に配されている。また一対の側
部非積繊部４４，４４は、おむつ１の展開且つ伸長状態において、おむつ１の縦方向Ｘの
略中央部に後述する横中心線Ｙｃに跨って設けられることが好ましい。
【００１６】
　本発明において、「一対の側部非積繊部４４，４４は、おむつ１の展開且つ伸長状態に
おいて、腹側領域Ａ側の一対のサイドシール部Ｓ，Ｓの股下領域Ｃ側の内方端Ｓａ，Ｓａ
どうしを結んだ仮想腹側内方線Ｙａと、背側領域Ｂ側の一対のサイドシール部Ｓ，Ｓの股
下領域Ｃ側の内方端Ｓｂ，Ｓｂどうしを結んだ仮想背側内方線Ｙｂとの間で縦方向Ｘに延
びて配されている。」とは、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において、おむつ１
のように、一対の側部非積繊部４４，４４が仮想腹側内方線Ｙａ及び仮想背側内方線Ｙｂ
から空間を空けて内方に配されている形態のみならず、仮想腹側内方線Ｙａと仮想背側内
方線Ｙｂとの間に亘って配されている形態、或いは、仮想腹側内方線Ｙａと仮想背側内方
線Ｙｂとの間に亘って配され且つ少なくとも仮想腹側内方線Ｙａ及び仮想背側内方線Ｙｂ
の一方から縦方向Ｘの外方にまで延在している形態を含む意味である。
【００１７】
　おむつ１について詳述すると、吸収性コア４０は、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長
状態において、股下領域Ｃにおける横方向Ｙの中央部に縦方向Ｘに延在する高坪量部４１
と、該高坪量部４１の縦方向Ｘに沿う両側外方に配される一対の側部非積繊部４４，４４
よりも横方向Ｙの外方に配され該高坪量部４１よりも低坪量の一対の低坪量部４２，４２
とを有している。また吸収性コア４０は、図３に示すように、上部吸収層４１１と、上部
吸収層４１１よりも縦方向Ｘ及び横方向Ｙの長さが長い下部吸収層４１２とを有する２層
構造に形成されている。吸収性コア４０では、下部吸収層４１２の肌対向面上に上部吸収
層４１１が積層されて下部吸収層４１２及び上部吸収層４１１が重なる部分が高坪量部４
１であり、下部吸収層４１２の肌対向面上に上部吸収層４１１が積層されておらず下部吸
収層４１２のみの部分が低坪量部４２となっている。
【００１８】
　上部吸収層４１１は、おむつ１では、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において
、おむつ１の股下領域Ｃから腹側領域Ａに亘って配されており、背側領域Ｂには配されて
いない。上部吸収層４１１は、股下領域Ｃの縦方向Ｘの中央部付近から腹側領域Ａに向か
って幅が増大（漸増）しており、股下領域Ｃよりも腹側領域Ａ側の方が幅広の平面視略Ｔ
字状に形成されている。上部吸収層４１１の腹側領域Ａ側の先端部は、腹側領域Ａにおけ
る後述する胴回り部Ｄまで延出している。下部吸収層４１２は、腹側領域Ａから股下領域
Ｃを通って背側領域Ｂに亘って配されており、縦方向Ｘに長い矩形状に形成されている。
下部吸収層４１２は、縦方向Ｘの両端部それぞれが腹側領域Ａ及び背側領域Ｂそれぞれの
後述する胴回り部Ｄ間に亘っている。
【００１９】
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　吸収性コア４０は、おむつ１では、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において、
横方向Ｙの中央部に、該吸収性コア４０の縦方向Ｘに沿って厚さ方向に貫通した中央非積
繊部４３を有している。中央非積繊部４３は、縦方向Ｘに沿う略矩形状に形成されている
。吸収性コア４０に中央非積繊部４３を設けることで、例えば、横方向Ｙの外方から内方
に向かって股下領域Ｃに応力が発生した場合に、吸収性コア４０の縦方向Ｘに沿った中央
部の屈曲性を高めて着用者の排尿部に密着させ易くなる。中央非積繊部４３は、おむつ１
では、高坪量部４１に厚さ方向に貫通して設けられている。即ち、中央非積繊部４３は、
図３に示すように、上部吸収層４１１と下部吸収層４１２とが重なる部分に厚さ方向に貫
通して形成されている。高坪量部４１（上部吸収層４１１と下部吸収層４１２とが重なる
部分）に厚さ方向に貫通して中央非積繊部４３を設けることで、高坪量部４１（上部吸収
層４１１と下部吸収層４１２とが重なる部分）をより一層凸状に屈曲させ易くなる。
【００２０】
　吸収性コア４０は、おむつ１では、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において、
下部吸収層４１２に前述した一対の側部非積繊部４４，４４が形成されている（図３参照
）。一対の側部非積繊部４４，４４は、下部吸収層４１２の肌対向面上に上部吸収層４１
１が積層されておらず下部吸収層４１２のみの部分に形成されている。換言すると、一対
の側部非積繊部４４，４４は、上部吸収層４１１の縦方向Ｘに沿う両側縁に沿って該両側
縁から横方向Ｙの外方の下部吸収層４１２に縦方向Ｘに延びて形成されている。下部吸収
層４１２に一対の側部非積繊部４４，４４を設けることで、横方向Ｙの外方から内方に向
かって股下領域Ｃに応力が発生した場合に、下部吸収層４１２の縦方向Ｘに沿う両側部の
屈曲性を高めることができる。
【００２１】
　吸収性コア４０は、おむつ１では、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において、
中央非積繊部４３と一対の側部非積繊部４４，４４とが該吸収性コア４０の横方向Ｙから
視て重なっている領域Ｒ１（以下、並列領域Ｒ１ともいう）を有している。並列領域Ｒ１
とは、中央非積繊部４３及び一対の側部非積繊部４４，４４が横方向Ｙに空間を空けて並
置され、吸収性コア４０の横方向Ｙから視て中央非積繊部４３及び一対の側部非積繊部４
４，４４のすべてが重なっている領域を意味する。並列領域Ｒ１は、仮想腹側内方線Ｙａ
と仮想背側内方線Ｙｂとの間で、横中心線Ｙｃに跨って設けられている。吸収性コア４０
の股下領域Ｃに並列領域Ｒ１を設けることにより、図４に示すように、横方向Ｙの外方か
ら内方に向かって股下領域Ｃに応力が生じた場合に、中央非積繊部４３が山部、側部非積
繊部４４，４４が谷部となり、並列領域Ｒ１がＷ字状に屈曲し易くなる。
【００２２】
　尚、吸収性コア４０の横方向Ｙの屈曲性を高める観点から、中央非積繊部４３及び一対
の側部非積繊部４４，４４は、おむつ１では、図３に示すように、吸収性コア４０を厚さ
方向に貫通しており、吸収性コア４０を形成する材料（コア形成材料）が存在しない部分
としたが、例えば、低坪量部４２より少ない量のコア形成材料が２０ｇ／ｍ2程度に若干
存在している場合も、同様な効果を奏しうることから非積繊部に含めることができる。但
し、該非積繊部に存するコア形成材料の坪量は５０ｇ／ｍ2以下であることが好ましい。
【００２３】
　吸収性コア４０は、おむつ１では、図３に示すように、上部吸収層４１１及び下部吸収
層４１２の全体がコアラップシート４５で被覆されている。コアラップシート４５として
は、各種公知のものを用いることができ、例えばティッシュペーパーのような薄紙や透水
性の不織布等が好ましく用いられる。吸収性コア４０は、上部吸収層４１１と下部吸収層
４１２とを、それぞれ別々にコアラップシート４５で被覆した後、両者を積層したもので
あっても良い。この場合、上部吸収層４１１を被覆するコアラップシート４５と下部吸収
層４１２を被覆するコアラップシート４５との間は接着しても接着しなくても良い。
【００２４】
　吸収性本体５の両側には、おむつ１では、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態にお
いて、一対の防漏カフ５５，５５が形成されている。各防漏カフ５５は、吸収性本体５に
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接合された防漏カフ形成用シート５６、該防漏カフ形成用シート５６の自由端近傍に伸長
状態で固定された防漏カフ形成用の弾性部材５７、及び各防漏カフ５５の固定端と自由端
との間に伸長状態で固定された防漏カフ中間弾性部材５８を備えている。図３に示す例で
は、防漏カフ形成用シート５６として、所定幅の帯状の撥水性シートの１枚を、その長手
方向に沿って二つ折りして、相対向する層間をホットメルト型接着剤又は部分的な熱シー
ル若しくは超音波シール等で接合した２層構造のシートを用いている。前述した弾性部材
５７及び防漏カフ中間弾性部材５８は、この２層構造シートの層間に伸長状態で固定され
ている。
【００２５】
　吸収体４を覆う表面シート２は、図３に示すように、吸収体４（吸収性コア４０）の縦
方向Ｘに沿う両側部にて外装体１０側（非肌対向面側）に巻き下げられている。表面シー
ト２は、外装体１０側（非肌対向面側）に巻き下げられることで吸収体４の縦方向Ｘに沿
う両側部を被覆している。吸収体４（吸収性コア４０）の縦方向Ｘに沿う両側部を巻き下
げて被覆することで、吸収体４（吸収性コア４０）の該両側部の肌対向面側への良好な起
立性が得られる。尚、起立性とは、起立し易さを意味する。表面シート２は、おむつ１で
は、吸収体４の両側部にて巻き下げられた縦方向Ｘに沿う両側端部２１，２１が吸収体４
の非肌対向面側において、裏面シート３及び防漏カフ形成用シート５６にヒートシール接
着材等の接合手段により接合され固定されている。
【００２６】
　吸収性本体５を固定する外装体１０は、上述したように、図２に示すおむつ１の展開且
つ伸長状態において、腹側領域Ａ、股下領域Ｃ及び背側領域Ｂに亘っている。外装体１０
は、外層シート１１、内層シート１２及び各領域でギャザーを形成する１本又は複数本（
本実施形態では複数本）の弾性部材を有している。以下、外装体１０が有する弾性部材に
ついて説明する。
【００２７】
　外装体１０は、おむつ１では、図１に示すように、ウエスト開口部７に沿って配された
１本又は複数本（本実施形態では複数本）のウエスト弾性部材７１を備えており、該ウエ
スト弾性部材７１によりウエストギャザー７０が形成されている。ウエスト弾性部材７１
は、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において、腹側領域Ａ及び背側領域Ｂそれぞ
れの一方のサイドシール部Ｓから他方のサイドシール部Ｓに亘って横方向Ｙに伸長状態で
外装体１０に固定されている。そして、腹側領域Ａ及び背側領域Ｂそれぞれの一方のサイ
ドシール部Ｓと他方のサイドシール部Ｓとを接合することで、図１に示すように、ウエス
ト開口部７の全周に亘って実質的に連続した環状のウエストギャザー７０が形成されてい
る。ウエスト弾性部材７１は、糸状又は帯状であり、外装体１０を構成する外層シート１
１と内層シート１２との間に伸長状態でホットメルト型接着剤等の任意の接合手段により
固定されている。またウエスト弾性部材７１は、おむつ１では、縦方向Ｘに等間隔を空け
て配されている。
【００２８】
　また外装体１０は、おむつ１では、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において、
腹側領域Ａのウエストギャザー７０の股下領域Ｃ側の下端と仮想腹側内方線Ｙａとの間、
及び背側領域Ｂのウエストギャザー７０の股下領域Ｃ側の下端と仮想背側内方線Ｙｂとの
間それぞれの胴回り部Ｄに配された１本又は複数本（本実施形態では複数本）の胴回り弾
性部材９１を備えており、該胴回り弾性部材９１により、胴回りギャザー９０が形成され
ている。胴回り弾性部材９１は、腹側領域Ａ及び背側領域Ｂそれぞれの胴回り部Ｄにおい
て横方向Ｙに伸長状態で外装体１０に固定されている。また胴回り弾性部材９１は、吸収
性本体５と重なる外装体１０の部分において個々複数に分断されており、もはや収縮力を
発現しない状態になっている。その為、外装体１０には、腹側領域Ａ及び背側領域Ｂそれ
ぞれの胴回り部Ｄにおける吸収性本体５と重なる部分においては胴回りギャザー９０が形
成されない。これにより、胴回りギャザー９０は、図１に示すように、吸収性本体５と重
なる外装体１０の部分において横方向Ｙに分割された状態となっている。胴回り弾性部材
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９１は、糸状又は帯状であり、外装体１０を構成する外層シート１１と内層シート１２と
の間に伸長状態でホットメルト型接着剤等の任意の接合手段により固定されている。また
胴回り弾性部材９１は、おむつ１では、縦方向Ｘに等間隔を空けて配されている。
【００２９】
　また外装体１０は、おむつ１では、図１に示すように、一対のレッグ開口部８，８それ
ぞれの開口周縁部に沿って配された１本又は複数本（本実施形態では３本）の腹側レッグ
弾性部材８１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂを備えており、該腹側レッグ弾性部材８１
ａ及び該背側レッグ弾性部材８１ｂにより一対のレッグギャザー８０，８０が形成されて
いる。腹側レッグ弾性部材８１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂは、糸状又は帯状であり
、外装体１０を構成する外層シート１１と内層シート１２との間に伸長状態でホットメル
ト型接着剤等の任意の接合手段により接続固定されている。また腹側レッグ弾性部材８１
ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂは、おむつ１では、縦方向Ｘに等間隔を空けて配されて
いる。
【００３０】
　腹側レッグ弾性部材８１ａについて詳述すると、該腹側レッグ弾性部材８１ａは、おむ
つ１では、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において、外装体１０における横中心
線Ｙｃよりも腹側領域Ａ側に配されている。更に詳述すると、腹側レッグ弾性部材８１ａ
は、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において、外装体１０における腹側領域Ａ側
から一方のレッグ開口部８に沿って伸長状態で配され且つ股下領域Ｃの縦方向Ｘの中央部
にて横方向Ｙの内方に向かって伸長状態で配されている。また腹側レッグ弾性部材８１ａ
は、該外装体１０における腹側領域Ａ側から他方のレッグ開口部８に沿って伸長状態で配
され且つ該股下領域Ｃの縦方向Ｘの中央部にて横方向Ｙの内方に向かって伸長状態で配さ
れている。腹側レッグ弾性部材８１ａの横方向Ｙの内方に向かって伸長状態で配されてい
る部分は、股下領域Ｃにおける縦方向Ｘの中央部において、横中心線Ｙｃと仮想腹側内方
線Ｙａとの間で横中心線Ｙｃ寄りを通って横方向Ｙの内方に延びて吸収性本体５と重なる
ように配されている。好適に、腹側レッグ弾性部材８１ａの横方向Ｙの内方に向かって伸
長状態で配されている部分は、股下領域Ｃにおける縦方向Ｘの中央部において、横中心線
Ｙｃと仮想腹側内方線Ｙａとの間で横中心線Ｙｃ寄りを通って横方向Ｙの内方に延びて吸
収性コア４０の前述した並列領域Ｒ１と重なるように配されている。
【００３１】
　同様に背側レッグ弾性部材８１ｂについて詳述すると、該背側レッグ弾性部材８１ｂは
、おむつ１では、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において、外装体１０における
背側領域Ｂから股下領域Ｃに亘って配されている。更に詳述すると、背側レッグ弾性部材
８１ｂは、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において、外装体１０における背側領
域Ｂ側から一方のレッグ開口部８に沿って伸長状態で配され且つ股下領域Ｃの縦方向Ｘの
中央部にて横方向Ｙの内方に向かって伸長状態で配されている。また背側レッグ弾性部材
８１ｂは、外装体１０における背側領域Ｂ側から他方のレッグ開口部８に沿って伸長状態
で配され且つ該股下領域Ｃの縦方向Ｘの中央部にて横方向Ｙの内方に向かって伸長状態で
配されている。背側レッグ弾性部材８１ｂの横方向Ｙの内方に向かって伸長状態で配され
ている部分は、股下領域Ｃにおける縦方向Ｘの中央部において、横中心線Ｙｃと仮想腹側
内方線Ｙａとの間で横中心線Ｙｃ寄りを通って横方向Ｙの内方に延びて吸収性本体５と重
なっている。好適に、背側レッグ弾性部材８１ｂの横方向Ｙの内方に向かって伸長状態で
配されている部分は、股下領域Ｃにおける縦方向Ｘの中央部において、横中心線Ｙｃと仮
想腹側内方線Ｙａとの間で横中心線Ｙｃ寄りを通って横方向Ｙの内方に延びて吸収性コア
４０の前述した並列領域Ｒ１と重なるように配されている。
【００３２】
　腹側レッグ弾性部材８１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂは、図２に示すように、股下
領域Ｃにおける縦方向Ｘの中央部の吸収性本体５と重なる部分においては、一対の側部非
積繊部４４，４４から横方向Ｙの外方では伸長状態で外装体１０に固着されている。また
腹側レッグ弾性部材８１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂは、該一対の側部非積繊部４４
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，４４どうしの間では収縮力が発現する状態では配されていない。腹側レッグ弾性部材８
１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂの収縮力を発現させないようにするには、例えば、腹
側レッグ弾性部材８１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂを熱により硬化させることもでき
るが、おむつ１では、腹側レッグ弾性部材８１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂを個々複
数個に分断することで収縮力を発現しないようにしている。即ち、腹側レッグ弾性部材８
１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂは、おむつ１では、一対の側部非積繊部４４，４４ど
うしの間で分断され、横方向Ｙに分割された状態となっている。
　腹側レッグ弾性部材８１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂを一対の側部非積繊部４４，
４４から横方向Ｙの外方では伸長状態で外装体１０に固着させ、一対の側部非積繊部４４
，４４どうしの間では収縮力が発現する状態で配さないことで、吸収性コア４０（下部吸
収層４１２）の縦方向Ｘに沿った両側部の良好な起立性が得られる。
【００３３】
　外装体１０は、おむつ１では、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態において、横中
心線Ｙｃと仮想腹側内方線Ｙａとの間の該外装体１０の部分に、横方向Ｙに伸長した状態
で外装体１０に固定された１本又は複数本（本実施形態では複数本）の股下弾性部材６１
を備えており、該股下弾性部材６１により横方向Ｙに伸縮する股下部ギャザー６０が形成
されている。股下弾性部材６１は、外装体１０における各レッグ開口部８の外方端部から
各側部非積繊部４４と重なる部分に亘って、横中心線Ｙｃに沿って配されている。股下弾
性部材６１は外装体１０における各レッグ開口部８の外方端部から各側部非積繊部４４と
重なる部分に亘って、横中心線Ｙｃに沿って横方向Ｙにのみ配されていることが好ましく
、おむつ１では、横中心線Ｙｃと略平行に、横方向Ｙにのみ配されている。
【００３４】
　股下弾性部材６１は、糸状又は帯状であり、外装体１０を構成する外層シート１１と内
層シート１２との間に伸長状態でホットメルト型接着剤等の任意の接合手段により接続固
定されている。股下弾性部材６１の本数としては、吸収性コア４０の横方向Ｙの良好な屈
曲性が得られる観点から、好ましくは２本以上、より好ましくは４本以上、好ましくは８
本以下、より好ましくは６本以下、好ましくは２本以上８本以下、より好ましくは４本以
上６本以下である。
【００３５】
　また股下弾性部材６１は、図２に示すように、腹側領域Ａ側の胴回りギャザー９０を構
成する最も股下領域Ｃ側の胴回り弾性部材９１から横中心線Ｙｃ側に間隔を空けて配され
ている。最も股下領域Ｃ側の胴回り弾性部材９１と横中心線Ｙｃとの間隔に対する、最も
股下領域Ｃ側の胴回り弾性部材９１と最も腹側領域Ａ側の股下弾性部材６１との間隔の割
合（（最も股下領域Ｃ側の胴回り弾性部材９１と最も腹側領域Ａ側の股下弾性部材６１と
の間隔／最も股下領域Ｃ側の胴回り弾性部材９１と横中心線Ｙｃとの間隔）×１００）と
しては、吸収性コア４０の良好な屈曲性が得られる観点から、好ましくは１０％以上、よ
り好ましくは２０％以上、好ましくは９０％以下、より好ましくは８０％以下、好ましく
は１０％以上９０％以下、より好ましくは２０％以上８０％以下である。
【００３６】
　また股下弾性部材６１は、図２に示すように、横中心線Ｙｃから間隔を空けて腹側領域
Ａ側に配されている。横中心線Ｙｃと腹側レッグ弾性部材８１ａ及び背側レッグ弾性部材
８１ｂの吸収性本体５と重なる部分のうちの最も横中心線Ｙｃ寄りの腹側レッグ弾性部材
８１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂとの間隔に対する、横中心線Ｙｃと最も横中心線Ｙ
ｃ寄りの股下弾性部材６１との間隔の割合（（横中心線Ｙｃと最も横中心線Ｙｃ寄りの股
下弾性部材６１との間隔／横中心線Ｙｃと腹側レッグ弾性部材８１ａ及び背側レッグ弾性
部材８１ｂの吸収性本体５と重なる部分のうちの最も横中心線Ｙｃ寄りの腹側レッグ弾性
部材８１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂとの間隔）×１００）としては、吸収性コア４
０の良好な屈曲性が得られる観点から、好ましくは１２０％以上、より好ましくは２００
％以上、好ましくは８００％以下、より好ましくは６００％以下、好ましくは１２０％以
上８００％以下、より好ましくは２００％以上６００％以下である。
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【００３７】
　また股下弾性部材６１を複数設ける場合、複数の股下弾性部材６１どうしの縦方向Ｘの
間隔は、等間隔であってもよく、異なる間隔であってもよい。例えば、縦方向Ｘに徐々に
間隔が広くなるようにしてもよい。複数の股下弾性部材６１どうしの縦方向Ｘの間隔（ピ
ッチ）が等間隔の場合、縦方向Ｘの該間隔としては、吸収性コア４０の良好な屈曲性が得
られる観点から、腹側領域Ａ側の胴回りギャザー９０を構成する胴回り弾性部材９１どう
しの縦方向Ｘの間隔の好ましくは１．０倍以上、より好ましくは１．２倍以上である。
【００３８】
　股下弾性部材６１の伸張倍率としては、吸収性コア４０の良好な屈曲性が得られる観点
から、１５０％以上４００％以下であることが好ましく、２００％以上３５０％以下であ
ることがさらに好ましい。ここでいう伸張倍率とは、未伸張時の長さをＡ（ｍｍ）、伸張
時の長さをＢ（ｍｍ）とした際、次式から求められる値である。
　伸張倍率（％）＝（Ｂ／Ａ）×１００
【００３９】
　上記おむつ１によれば、着用時の両脚への圧迫感を軽減させると共に、漏れ防止性を高
めることができる。具体的には、図２に示すように、おむつ１の各レッグ開口部８の外方
端部から各側部非積繊部４４と重なる外装体１０の部分に横中心線Ｙｃに沿って横方向Ｙ
に股下弾性部材６１を配することで吸収性コア４０の縦方向に沿う両側部が一対の側部非
積繊部４４，４４を折り曲げ起点として起立するため（図４参照）、着用者の両脚から内
方に加えられる圧力に対して吸収性コア４０が柔軟に変形し易くなる。特に、おむつ１で
は、股下弾性部材６１が横方向Ｙにのみ配されていることで、着用者の両脚から内方に加
えられる圧力に対して吸収性コア４０の縦方向に沿う両側部が一層起立し易い。その為、
着用者の両脚に加わる抵抗感や違和感等が軽減される。また、一対の側部非積繊部４４，
４４を起点に該吸収性コア４０の縦方向Ｘに沿う両側部が着用者の肌に向かって起立する
ことにより、良好な横漏れ防止性も得られる。即ち、本実施形態のパンツ型使い捨ておむ
つ１によれば、着用時の脚への圧迫感を軽減させると共に、漏れ防止性を高めることがで
きる。
【００４０】
　更に股下弾性部材６１の収縮力で中央非積繊部４３が形成された吸収性コア４０の中央
部を縦方向Ｘに沿って凸状に屈曲させることができる。その為、該中央部を着用者の排尿
部に密着させ易くなり、フィット性が向上する。また中央非積繊部４３を通って尿が吸収
体４や吸収性コア４０内にスムーズに吸収されるようになる。特に、吸収性コア４０の横
方向Ｙの中央部を高坪量部４１とし、該高坪量部４１に中央非積繊部４３を設けることで
、よりフィット性が向上し、且つより多くの尿を高坪量部４１でスムーズに吸収させるこ
とができるようになる。
【００４１】
　また股下弾性部材６１は、おむつ１では、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態にお
いて、各レッグ開口部８の外方端部から各低坪量部４２を横断して各側部非積繊部４４と
重なる部分まで横方向Ｙの内方向かって配されており、高坪量部４１には収縮力を発現す
る状態では配されていない。収縮力を発現させないようにするには、股下弾性部材６１を
熱により硬化させることもできるが、おむつ１では、股下弾性部材６１を個々複数個に分
断することで収縮力を発現しないようにしている。即ち、股下弾性部材６１は、おむつ１
では、一対の側部非積繊部４４，４４どうしの間で分断され、横方向Ｙに分割されている
。
【００４２】
　股下弾性部材６１は、図２に示すように、縦方向Ｘに空間を空けて並置された全ての股
下弾性部材６１が中央非積繊部４３及び一対の側部非積繊部４４，４４からなる並列領域
Ｒ１と重なる外装体１０の部分に配されている。つまり、全ての股下弾性部材６１が一対
の側部非積繊部４４，４４と重なる外装体１０の部分に配されている。股下弾性部材６１
は、各側部非積繊部４４の横方向Ｙの全域に亘って各側部非積繊部４４と重なる外装体１
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０の部分に配されることが好ましいが、各側部非積繊部４４の横方向Ｙの一部に重なる外
装体１０の部分に配されていればよい。例えば、各側部非積繊部４４の横方向Ｙの長さの
半分以上が各側部非積繊部４４と重なる外装体１０の部分に配されていればよい。
【００４３】
　股下弾性部材６１が高坪量部４１と重なる部分で収縮力を発現しないことで、高坪量部
４１が捻じれる等の高坪量部４１の不要な変形が防止され、フィット性が向上する。また
、股下弾性部材６１が各レッグ開口部８，８側の外方端部から各低坪量部４２を横断して
各側部非積繊部４４，４４と重なる部分まで横方向Ｙの内方に向かって配されることで、
一対の側部非積繊部４４，４４を折り曲げ起点として低坪量部４２，４２が起立すること
で、良好な横漏れ防止性が得られると共にフィット性が向上する。
【００４４】
　また股下弾性部材６１は、おむつ１では、図２に示すおむつ１の展開且つ伸長状態にお
いて、横中心線Ｙｃと仮想腹側内方線Ｙａとの間にのみに存在している。即ち、股下弾性
部材６１は、おむつ１では、横中心線Ｙｃと仮想背側内方線Ｙｂとの間には配されていな
い。股下弾性部材６１を横中心線Ｙｃと仮想腹側内方線Ｙａとの間にのみに存在させるこ
とで、横中心線Ｙｃよりも腹側領域Ａ側で排尿等の漏れ防止性を図り、背側領域Ｂ側では
排便等の保持を図ることができるようになる。
【００４５】
　腹側レッグ弾性部材８１ａと背側レッグ弾性部材８１ｂとは、おむつ１では、図２に示
すおむつ１の展開且つ伸長状態において、股下領域Ｃの縦方向Ｘの中央部において、横中
心線Ｙｃよりも腹側領域Ａ側で交差している。交差した腹側レッグ弾性部材８１ａ及び背
側レッグ弾性部材８１ｂは、互いに重なった状態で、横方向Ｙの内方に向かって伸長状態
で配されている。股下弾性部材６１は、腹側レッグ弾性部材８１ａと背側レッグ弾性部材
８１ｂとが交差し、重なった状態で内方に向かって配されている部分よりも腹側領域Ａ側
に配されている。股下弾性部材６１は、股下領域Ｃの縦方向Ｘの中央部において、横方向
Ｙの内方に向かって配された腹側レッグ弾性部材８１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂ寄
りに配されることが好ましい。股下領域Ｃの縦方向Ｘの中央部で交差している腹側レッグ
弾性部材８１ａ及び背側レッグ弾性部材８１ｂよりも腹側領域Ａ側に股下弾性部材６１を
配することで、より腹側領域Ａ側で吸収性コア４０の縦方向に沿う両側部を起立させるこ
とになり、良好な横漏れ防止性が得られる。
【００４６】
　また、股下弾性部材６１は、図１に示すように、その収縮力が外装体１０におけるウエ
スト開口部７の開口周縁部に伸長状態で固定されるウエスト弾性部材７１の収縮力よりも
大きい。股下弾性部材６１の収縮力をウエスト弾性部材７１の収縮力よりも大きくするこ
とで、股下領域Ｃを上方に引き上げられ、股下領域Ｃの良好なフィット感が得られる。
【００４７】
　ウエスト弾性部材７１の収縮力に対する股下弾性部材６１の収縮力の割合（（股下弾性
部材６１の収縮力／ウエスト弾性部材７１の収縮力）×１００％）としては、好ましくは
１２０％以上、より好ましくは１５０％以上、好ましくは４００％以下、より好ましくは
３００％以下、好ましくは１２０％以上４００％以下、より好ましくは１５０％以上３０
０％以下である。
【００４８】
　次に、おむつ１の形成材料について説明する。
　おむつ１の各部の形成材料としては、従来のパンツ型使い捨ておむつの当該部分に用い
られる各種のものを特に制限なく用いることができる。例えば、表面シート２としては、
親水性且つ液透過性の不織布、樹脂フィルムに開孔を形成したもの等を用いることができ
、裏面シート３としては、透湿性又は非透湿性の樹脂フィルムや該樹脂フィルムと不織布
の積層体等を用いることができる。
【００４９】
　吸収性コア４０を構成する繊維集合体を構成する繊維としては、例えば、パルプ繊維、
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レーヨン繊維、コットン繊維、酢酸セルロース等の親水性繊維、ポリエチレン、ポリプロ
ピレン等のポリオレフィン系繊維、ポリエステル、ポリアミド等の縮合系繊維等を用いる
ことできる。繊維集合体は、空気流に載せて供給した繊維材料を、所定形状の凹部内に吸
引して堆積させる積繊工程を経て得られるものが好ましい。繊維材料とともに機能性材料
を混合積繊したものであっても良い。機能性材料の保持形態は、２枚の繊維集合体間に挟
んで保持する形態や、混合積繊して繊維間に保持させた状態等が挙げられる。繊維及び吸
水性ポリマー等の機能性材料は、それぞれ、一種又は二種以上を組み合わせて用いること
ができる。吸水性ポリマーとしては、例えば、ポリアクリル酸ナトリウム、（アクリル酸
－ビニルアルコール）共重合体、ポリアクリル酸ナトリウム架橋体、（でんぷん－アクリ
ル酸）グラフト共重合体、（イソブチレン－無水マレイン酸）共重合体及びそのケン化物
、ポリアスパラギン酸等からなる粒子等が挙げられる。
【００５０】
　防漏カフ形成用シート５６としては、スパンボンド・メルトブローン・スパンボンド等
からなる多層構造の複合不織布、スパンボンド不織布、ヒートボンド不織布、エアスルー
不織布等を用いることができる。
【００５１】
　ウエスト弾性部材７１、胴回り弾性部材９１、腹側レッグ弾性部材８１ａ、背側レッグ
弾性部材８１ｂ及び股下弾性部材６１としては、通常、使い捨ておむつ等の吸収性物品に
用いられるものであれば、特に制限なく用いることができる。例えば、弾性部材７１，９
１，８１ａ，８１ｂ，６１の形態としては、糸状のもの（糸ゴム等）、所定幅の帯状のも
の（平ゴム等）等が好ましく、特に糸状のものが好ましい。また弾性部材７１，９１，８
１ａ，８１ｂ，６１の素材としては、天然ゴム、スチレン－ブタジエン、ブタジエン、イ
ソプレン、ネオプレン等の合成ゴム、ＥＶＡ、伸縮性ポリオレフィン、ウレタン等を挙げ
ることができる。股下弾性部材６１を除く各弾性部材７１，９１，８１ａ，８１ｂの伸張
倍率としては、肌に弾性体跡などのトラブルを起こさないことと、脚周りに隙間を生じさ
せないことを両立するという観点から、１６０％～３５０％であることが好ましく、２０
０％～３４０％であることがさらに好ましい。ここでいう伸張倍率とは、上述した股下弾
性部材６１の伸張倍率（％）を求める方法と同様の方法で求められる値である。
【００５２】
　また、胴回り弾性部材９１及び股下弾性部材６１の収縮力を発現しないように個々を分
断するためのカットには、各種公知の切断手段を用いることができる。例えばピンチカッ
ター、ロータリーダイカッター、ヒートシールカッター、超音波カッター、ウォータージ
ェットカッター等を用いることができる。
【００５３】
　外装体１０を構成する外層シート１１及び内層シート１２としては、通常、使い捨てお
むつ等の吸収性物品に用いられるものであれば、特に制限なく用いることができる。例え
ば、外層シート１１及び内層シート１２としては、撥水性の不織布等を用いることができ
る。
【００５４】
　以上、本発明をその好ましい実施形態に基づき説明したが、本発明は上述の実施形態に
限定されない。
【００５５】
　例えば、本実施形態では、より一層の横方向Ｙの屈曲性を高める観点から、図２に示す
ように、おむつ１の吸収性コア４０に中央非積繊部４３及び一対の側部非積繊部４４，４
４を設けたが、本発明のパンツ型使い捨ておむつは、吸収性コア４０に一対の側部非積繊
部４４，４４を設けるのみでも吸収性コア４０の横方向Ｙの屈曲性を高めることができる
。
【００５６】
　また、本実施形態では、図１に示すように、腹側領域Ａ、股下領域Ｃ及び背側領域Ｂに
亘る外装体１０を有するおむつ１を用いて説明したが、本発明では、外装体が着用者の背
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側に配される背側シート部材と腹側に配される腹側シート部材とに分割されており、背側
シート部材と腹側シート部材とが一対のサイドシール部で接合されて筒状をなしていると
ともに、吸収性本体が、背側シート部材と腹側シート部材との間に架け渡して固定されて
いる外包材分割タイプのパンツ型使い捨ておむつであっても良い。
【００５７】
　また、本実施形態では、図３に示すように、下部吸収層４１２の肌対向面上に上部吸収
層４１１が積層された２層構造となる部分を高坪量部４１としたが、本発明では、高坪量
部は単層構造の吸収性コアの一部に設けた肉厚部分であっても良い。また本実施形態では
、縦方向Ｘに沿って厚さ方向に貫通した連続線状の中央非積繊部及び一対の側部非積繊部
を用いたが、本発明では、連続線状のものに代えて、部分的に不連続な部分を有する中央
非積繊部及び一対の側部非積繊部を用いても良い。
【符号の説明】
【００５８】
１　パンツ型使い捨ておむつ
４　吸収体
　４０　吸収性コア
　４１　高坪量部
　４２　低坪量部
　４１１　上部吸収層
　４１２　下部吸収層
　４３　中央非積繊部
　４４　側部非積繊部
５　吸収性本体
　６０　股下部ギャザー
　６１　股下弾性部材
７　ウエスト開口部
　７０ウエストギャザー
８　レッグ開口部
　８０　レッグギャザー
　８１ａ　腹側レッグ弾性部材
　８１ｂ　背側レッグ弾性部材
１０　外装体
Ａ　腹側領域
Ｂ　背側領域
Ｃ　股下領域
ＡＳ　外装体の腹側領域側の両側縁部
ＢＳ　外装体の背側領域側の両側縁部
Ｓ　サイドシール部
　Ｓａ　腹側領域側のサイドシール部の股下領域側の内方端
　Ｓｂ　背側領域側のサイドシール部の股下領域側の内方端
Ｙａ　仮想腹側内方線
Ｙｂ　仮想背側内方線
Ｙｃ　横中心線
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